
●  CEマーキング適合
●  秒4000回の高速処理
　 センサ信号入力から制御信号出力までを秒4000回で処理できる
　  高速A/Dコンバータ、高速CPUを搭載
●  豊富な比較制御機能
　 ・ 波形比較モード
　 ・ マルチホールドモード
　 ・ ヒステリシス/ヒステリシス2モード
● アナログモニター出力
 レコーダなどに記録するのに便利な入力信号に比例した電圧出力、

ストレンゲージ入力1mV/Vあたり約2V
 電圧入力5Vに対し約5.6V、電流入力20mAに対し約5.2V

● 豊富なインターフェイス
 RS-232C／DeviceNet／CC-Link
● 大画面5.7インチカラー液晶＆タッチパネル
 見やすい指示値表示と直感的な設定操作を両立
● 専用通信ソフト
 通信機能を用いて、サンプリングした波形や較正値を除く各種設定値

をMicrosoft Excelなどで、簡単に編集・管理
● フリー電源
 AC100〜240Vまで切り換え無しで対応

F395 グラフィックディスプレイ/タッチパネル型
ダイナミック・フォース・プロセッサ
GRAPHIC DISPLAY/TOUCH PANEL TYPE DYNAMIC FORCE PROCESSOR

F395

センサ2入力マルチホールドモード

測定波形上の複数のポイント（最大9点）を上下
限比較することができる。動作ch※を切換えて、
様 な々設定条件で比較・判定が行える。
※ホールドの種類や上下限の設定値などを32chまで記憶できる。

波形比較モード

上下限の設定波形と実際の測定波形を比較。
1箇所でも上下限の設定波形を超えるとNGとな
り、NGポイントを「＋」印で画面に表示。また、波
形比較動作と同時にホールド動作（サンプル、
ピーク、ボトム）を1点のみ行える。

ホールド値表示機能

各比較モードで測定した結果をホールド値表画面
で確認することができる。ホールド値表示の内容
はファイル出力も可能。

例）マルチホールドモード時

NG確認機能

NG波形を過去4回まで記録、確認できる。（ヒス
テリシス/ヒステリシス2モードのときは2回）ファイ
ル出力も可能。

上限・下限の設定波形は実際の測定波形や波形編集画
面で簡単に作成できる。

NGポイント
ピークホールド

比較結果

NG時は全体を
赤色表示

上限設定

測定波形

上限

ピークホールド

動作ch 0 ch 1 ch 2

ボトムホールド 変曲点
ホールドA

下限

X軸：時間

X軸：
時間または
センサ入力

Y軸：
センサ入力

Y軸：
センサ入力

下限設定

センサ入力を2ch装備。X軸、Y軸にセンサ入力を
接続しての2次元判定や、Y軸にセンサ入力を2ch
接続して外部信号による切換使用ができる。
※標準：ch1＝ストレンゲージ入力、ch2＝電圧入力
　オプションにてch1は電圧/電流入力、ch2はストレンゲージ/
　電流入力に切換可能。ch1はY軸固定、ch2はX軸・Y軸設定可
　能。パルス入力オプション装着時、センサ入力はY軸専用。

センサ入力

ヒステリシス/ヒステリシス2モード

ヒステリシスモードは、変位とともに変化する波形
の行き／戻りをサンプリングし、複数のポイント（最
大9点まで）を上下限比較することができる。ヒステ
リシス2モードは、行き／戻りの測定値の差（最大3
点まで）の上下限比較をする。

行きの波形

戻りの波形
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